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近 年， 直 播 栽培 は 水 稲生 産 の 低コ ス ト 化， 省 力 化に 大 き く貢 献 で きる 栽 培技
術と し て ，そ の 普 及が 進 め られ て き た。 一 方 で， 直 播 は種 籾 を 均一 に 散 布す る
こと や ， 播種 後 に 覆土 を 行 うこ と が 困難 で あ るた め ， 生育 む ら を生 じ や すく ，
初期 生 育 が不 安 定 にな る と の問 題 が 指摘 さ れ てい る 。  
エ アー ア シ スト 条 播 機は ， 散 播並 の 作 業能 率 を 有し ， 点 播や 条 播 と同 等 の初
期生 育 を 確保 で き る播 種 機 とし て 開 発さ れ た 。こ の 播 種機 は 送 風機 か ら 送風 さ
れる 空 気 によ り 種 籾を 広 幅 に搬 送 し ，さ ら に その 空 気 で種 籾 を 田面 に 噴 出さ せ
るこ と で 播種 す る 機械 で あ る。 高 い 作業 能 率 が特 徴 で ある が ， 圃場 面 の 条件 に
よっ て は 適切 な 播 種深 度 が 得ら れ な いと の 指 摘も あ る 。エ ア ー アシ ス ト 条播 機
の播 種 機 構を 実 用 技術 と す るた め に は， 適 正 な播 種 深 度を 安 定 的に 保 つ 新た な
技術 が 必 要と な っ てい る 。  
 本 研 究 では ， エ アー ア シ スト 条 播 機の 播 種 精度 を 向 上さ せ る ため ， ホ ッパ か
ら播 種 噴 頭管 に 種 籾を 搬 送 する 空 気 の流 れ （ 以下 ， 主 流と 呼 ぶ ）と は 別 に， 田
面へ の 種 籾の 噴 出 を補 助 す る空 気 の 流れ （ 以 下， 補 助 流と 呼 ぶ ）の 利 用 を提 案
した 。 補 助流 の 作 用機 構 を 有す る 実 験装 置 を 試作 し ， 補助 流 が 播種 噴 頭 管の 内
外で の 種 籾の 運 動 や播 種 深 度に 及 ぼ す影 響 に つ い て 検 討し ， こ の提 案 が 播種 精
度の 向 上 に有 効 で ある こ と を実 験 的 に示 し た 。  
本 論文 は ， 上述 の エ アー ア シ スト 条 播 機を 対 象 に進 め て きた 播 種 精度 向 上に
関す る 一 連の 研 究 を取 り ま とめ た も ので ， 全 5 章 で 構 成さ れ る 。  
第 1 章 で は 水稲 用 直播 機 の 開発 の 背 景と 直 播 技術 の 現 状及 び 課 題に つ い て，




第 2 章 で は ，エ ア ーア シ ス ト条 播 機 にお け る 空気 の 流 れが 種 籾 の運 動 お よび
播種 精 度 に及 ぼ す 影響 に つ いて 記 述 した 。 定 置式 エ ア ーア シ ス ト条 播 機 を試 作
し， 短 粒 （コ シ ヒ カリ ） お よび 長 粒 （プ リ ン セス サ リ ー） を 供 試種 籾 と して ，
播種 噴 頭 管の 管 径 およ び 風 速が 種 籾 の運 動 と 播種 精 度 に及 ぼ す 影響 に つ いて 実
験を 行 い ，次 の こ とが 明 ら かと な っ た。主 流 管と し て 供試 し た 内径 3 0， 2 6， 1 8
およ び 1 0 m m の 管 径条 件 で は ，管 径 を 細く す る こと で 風 速を 1 m / s 程 速 め る こと
がで き る が， 種 籾 の落 下 速 さを 増 大 させ る こ とは で き ない 。 内 径 を 3 0 m m か ら
1 0 m m に 絞 る 管 を用 いて 主 流 管出 口 の 風速 を 9 . 3， 1 1 . 5， 1 3 . 7 およ び 1 9 . 0 m / s に
設定 す る とき ， 風 速を 速 く する ほ ど 種籾 の 落 下速 さ も 増大 し ， 落下 角 度 はや や
小さ く な る。 水 平 の主 流 管 内で ， 風 速 が 1 9 . 0 m / s 以 上 で種 籾 の 運動 は 均 一流 に
なり ，風 速が 1 3 . 7 m / s 以 下 のと き ，種籾 は管 低 流 ある い は 詰ま り の 流れ と な る。  
第 3 章 で は ，エ ア ーア シ ス ト条 播 機 に付 加 し た補 助 流 の作 用 が 播種 噴 頭 管内
外の 空 気 の流 れ と 種籾 の 運 動に 及 ぼ す影 響 と その 効 果 につ い て 記述 し た 。播 種
噴頭 管 に 空気 コ ン プレ ッ サ を発 生 源 とす る 補 助流 の 作 用機 構 を 付加 し て ，補 助
流が 播 種 噴頭 管 内 外の 空 気 の流 れ ， 種籾 の 落 下速 さ ， 落下 角 度 に及 ぼ す 影響 に
つい て 検 討し ，次 の こと が 明 らか と な っ た 。補 助 流の 設 定 圧力 が 0 . 0，0 . 2，0 . 3，
0 . 4 M P a の 範囲 に お いて ，補助 流 の 圧力 が大 き い ほど 風 速 は速 ま り，種 籾 の落 下
速度 が 増 大す る 。補 助流 の 設 定圧 力 0 . 4 M P a のと き ，風 速 は 1 9 . 0 m / s か ら 2 8 . 0 m / s
に増 大 す る。ま た，播種 噴 頭 管か ら 噴 出さ れ る 種籾 の 平 均落 下 速 さは 4 . 5 m / s か
ら 6 . 9 m / s に 増 大 す る。た だ し，補 助流 の圧 力 を 大き く す るほ ど ，種籾 が 種 籾 同
士あ る い は播 種 噴 頭管 の 管 壁と 衝 突 する 頻 度 が増 大 し ，そ の 結 果， 種 籾 の落 下
角度 が 広 がる 傾 向 とな る 。  
 第 4 章 では ， エ アー ア シ スト 条 播 機の 汎 用 化を 視 野 に入 れ ， 形状 の 異 なる 種
子に 対 し て補 助 流 が及 ぼ す 影響 と そ の効 果 に つい て 記 した 。 可 動式 の 土 壌槽 を
設け て ， 短粒 と 長 粒の 2 つ の形 状 の 種籾 を 供 試し て 播 種・ 栽 培 実験 を 行 い， 補
助流 が 種 籾の 運 動 ，播 種 精 度に 及 ぼ す影 響 に つい て 検 討し ， 次 のこ と が 明ら か
と な っ た 。 風 速 2 8 . 0 m / s の と き ， 短 粒 に 比 べ て 長 粒 の 種 籾 の 平 均 落 下 速 さ は
0 . 4 m / s 速 く，平 均落 下角 度 は 1 . 8 °広 く なる 。短粒 に 比 べて 長粒 は 回 転し や す い。
長粒 の 播 種条 幅 は 短粒 と 比 べて 1 3 . 8 m m 広 く ， また ， 成 長し た 苗 の白 化 茎 長で
比較 す る と， 長 粒 の播 種 深 度は 短 粒 に比 べ て 0 . 4 5 m m 浅い 。 こ れは ， 長 粒の 質
量が 短 粒 より 小 さ いた め に ，空 気 流 によ り 加 速さ れ て 落下 速 さ は速 く な るも の
の， 空 気 流か ら 長 粒が 与 え られ る 運 動量 は 短 粒よ り 小 さい の で ，土 壌 の 中に 貫
入し に く いも の と 考察 さ れ た。  
第 5 章 で は，本 研 究 の成 果 を 取り ま と めて 総 括 する と と もに ，残 され た 課 題
とこ れ か らの 研 究 展望 に つ いて 記 述 した 。  
